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川
島
芳
雄
「
同
和
地
区
の
生
活
と
福
祉
Ｉ
Ａ
地
区
に
お
け
る
生
活
保
護

の
現
状
と
今
後
の
問
題
点
」

へ
東
京
の
被
差
別
部
落
〉

（
『
部
落
解
放
』
二
三
七
号
、
ｎ
月
）

本
田
豊
「
ル
ポ
・
東
京
の
被
差
別
部
落
」

部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
「
１
９
８
４
年
部
落
解
放
同
盟
全
国
部
落
実
態
調

査
か
ら
中
」
（
同
右
）

荻
田
哲
男
「
今
日
の
部
落
差
別
の
実
態
と
同
和
行
政
」

（
『
部
落
解
放
』
一
一
一
一
一
八
号
、
ｎ
月
）

〈
特
集
〉
「
東
日
本
の
被
差
別
部
落
」

（
『
東
京
部
落
解
放
研
究
』
四
六
号
、
ｎ
月
）

東
京
部
落
解
放
研
究
編
集
委
員
会
「
特
集
に
あ
た
っ
て
」

水
木
幸
夫
「
〔
ル
ポ
〕
津
軽
の
被
差
別
部
落
」

佐
藤
泰
治
「
〔
講
演
〕
新
潟
県
下
の
部
落
差
別
の
現
実
と
歴
史
的
課

題
」

小
池
重
市
「
〔
第
Ⅳ
回
東
日
本
研
究
集
会
分
科
会
レ
ポ
ー
ト
よ
り
〕
湯

の
沢
『
差
別
の
歴
史
」
現
地
レ
ポ
ー
ト
」

へ
特
別
企
画
・
現
代
資
本
主
義
と
部
落
差
別
〉

（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
一
二
号
、
ｎ
月
）

木
村
吾
郎
「
皮
革
工
業
の
諸
問
題
」

日
野
謙
一
「
農
村
部
落
の
環
境
問
題
と
部
落
差
別
（
上
）
」

石
元
清
英
「
戦
後
日
本
農
業
の
展
開
と
農
村
部
落
（
中
）
」

山
本
真
一
「
ル
ポ
・
吉
舎
町
海
田
原
部
落
を
訪
ね
て
」

（
『
部
落
解
放
ひ
ろ
し
ま
』
三
号
、
ｎ
月
）

部
落
解
放
同
盟
兵
庫
県
連
南
但
地
協
・
闘
争
委
員
会
「
差
別
も
み
消
し
工
作

を
は
ね
の
け
て
ｌ
兵
庫
呉
養
父
郡
広
域
行
政
職
員
差
別
事
件
糾
弾
闘
争
」

（
『
部
落
解
放
」
一
一
三
五
号
、
ｎ
月
）

土
方
鉄
「
狭
山
特
別
抗
告
棄
却
決
定
を
批
判
す
る
Ｉ
③
筆
跡
に
つ
い
て
」

（
同
右
）

大
谷
光
真
「
部
落
解
放
基
本
法
制
定
を
願
っ
て
」

（
「
社
会
啓
発
情
報
』
二
七
号
、
如
月
）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
「
部
落
解
放
基
本
法
制
定
を
め
ざ
し
て
①
’
百
万
人
署

へ
特
集
〉
「
自
立
と
融
合
を
め
ざ
し
て
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
’
○
七
号
、
ｎ
月
）

杉
之
原
・
内
田
・
西
脇
ほ
か
「
絶
対
こ
こ
は
自
慢
で
き
る
ｌ
公
営
住
宅

『
分
散
入
居
」
の
加
年
」

山
口
明
「
岐
阜
県
美
濃
市
の
同
和
地
区
視
察
記
」

千
草
深
一
「
『
ド
ー
ン
計
画
』
の
町
・
吉
備
町
を
訪
れ
て
」

村
越
末
男
「
自
治
体
政
策
研
究
第
別
回
全
国
集
会
・
第
９
分
科
会
差
別
と
人

権
ｌ
高
め
よ
う
人
権
意
識
。
な
く
そ
う
差
別
」

（
『
地
方
政
治
』
三
○
七
号
、
ｎ
月
）

小
村
和
義
「
（
動
向
）
〈
行
政
〉
『
同
和
行
政
実
態
調
査
結
果
報
告
書
』
刊

行
さ
る
」

（
『
部
落
』
四
六
四
号
、
ｎ
月
）

塩
崎
賢
明
「
ド
ー
ン
計
画
を
み
て
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
」
一
○
八
号
、
ｎ
月
）

【
運
動
】
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山
本
博
史
「
〈
現
地
報
告
〉
〃
橋
を
架
け
る
〃
運
動
の
ひ
ろ
が
り
」

（
『
部
善
』
四
六
五
号
、
ｎ
月
）

荻
田
哲
男
「
今
日
の
部
落
差
別
の
実
態
と
同
和
行
政
」

（
『
部
落
解
放
』
一
一
三
八
号
、
ｎ
月
）

小
林
茂
「
同
和
行
政
史
入
門
」
（
同
右
）

へ
特
集
〉
「
大
規
模
部
落
に
お
け
る
同
和
対
策
事
業
の
現
状
と
課
題
」

（
『
部
落
』
四
六
五
号
、
ｎ
月
）

西
脇
忠
之
・
宮
木
剛
・
高
田
徹
・
駒
井
順
治
・
杉
之
原
寿
三
〈
座

談
会
〉
大
規
模
都
市
部
落
に
お
け
る
同
和
行
政
と
部
落
解
放
運
動
の

あ
り
方
」

山
本
善
積
「
住
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
Ｉ
京
都
・
崇
仁
地

区
の
改
良
と
土
地
利
用
」

〈
資
料
〉
「
地
対
法
の
同
和
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
全
解
連
の
見

解
」

木
戸
季
市
「
（
動
向
）
〈
行
政
〉
総
務
庁
の
『
地
域
啓
発
等
実
態
把
握
』
調

査
に
つ
い
て
」
（
同
右
）
．

【
行
政
】

磯
村
英
一
「
選
択
が
迫
ら
れ
る
国
の
同
和
対
策
」

（
『
部
落
解
放
」
一
一
三
五
号
、
ｎ
月
）

渡
辺
久
九
「
１
９
８
４
年
同
和
行
政
研
究
の
成
果
と
課
題
」

（
『
部
落
問
題
研
究
』
八
五
号
、
ｎ
月
）

田
上
和
儀
「
１
９
８
６
年
度
同
和
対
策
関
係
予
算
要
求
を
み
る
」

（
『
部
落
』
四
六
三
号
、
ｎ
月
）

名
を
目
標
に
」
（
同
右
）

松
浦
利
尚
。
中
山
英
一
・
溝
口
明
秀
・
清
水
廷
一
「
身
元
調
査
規
制
条
例
を

ど
う
受
け
と
め
る
か
」
（
同
右
）

全
国
部
落
解
放
運
動
連
合
会
「
地
対
法
後
の
同
和
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
全
解
連
の
見
解
」

（
『
解
放
の
道
Ｉ
理
論
・
政
策
・
資
料
版
』
二
一
号
、
如
月
）

全
国
部
落
解
放
運
動
連
合
会
「
『
解
同
』
の
無
法
な
『
部
落
解
放
基
本
法
』

に
反
対
す
る
ノ
」
（
同
右
）

重
岡
式
輿
「
広
島
県
議
会
議
長
に
よ
る
『
解
同
批
判
』
Ｉ
そ
の
後
」

（
『
部
落
問
題
Ｉ
調
査
と
研
究
』
五
八
号
、
幻
月
）

山
内
康
雄
「
八
鹿
・
朝
来
暴
力
事
件
控
訴
審
の
た
た
か
い
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
’
○
七
号
、
ｎ
月
）

へ
特
集
〉
「
側
あ
い
つ
ぐ
差
別
事
件
を
闘
っ
て
」

（
『
荊
冠
旗
』
十
四
号
、
大
阪
郵
便
局
連
合
部
落
解
放
研
究
会
、
ｎ
月
）

（
資
料
）
「
近
畿
郵
政
局
の
回
答
書
」

土
方
鉄
「
狭
山
特
別
抗
告
棄
却
決
定
を
批
判
す
る
Ｉ
④
死
体
を
め
ぐ
る
問

題
に
つ
い
て
」
（
『
部
落
解
放
』
二
三
六
号
、
ｎ
月
）

大
賀
正
行
「
『
基
本
法
』
と
部
落
解
放
運
動
九
○
年
代
へ
の
展
望
」

（
『
解
放
教
育
』
二
○
○
号
、
ｎ
月
）

村
崎
勝
利
「
地
対
法
後
の
『
全
解
連
見
解
』
の
政
策
的
優
位
性
と
実
践
的
課

題
ｌ
『
見
解
』
の
学
習
と
普
及
に
あ
た
っ
て
」

（
『
解
放
の
道
Ｉ
理
論
・
政
策
・
資
料
版
』
二
二
号
、
ｎ
月
）

国
民
融
合
を
め
ざ
す
部
落
問
題
全
国
会
議
「
第
十
一
回
総
会
活
動
報
告
・
活

動
方
針
」
（
『
国
民
融
合
通
信
』
一
三
七
号
、
ｎ
月
）
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宮
原
勝
幸
「
仕
事
保
障
の
新
し
い
試
み
雇
用
開
発
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
」

〈
平
和
・
人
権
擁
護
・
部
落
解
放
基
本
法
制
定
要
求
全
国
行
進
に
参
加

し
て
〉

川
崎
勝
二
、
〃
闘
い
〃
は
拡
が
っ
て
い
る
」

割
石
忠
典
「
二
、
名
実
と
も
に
国
民
運
動
と
し
て
発
展
」

立
川
昭
｜
一
郎
。
本
誌
編
集
部
「
〈
対
談
。
こ
の
人
と
〉
あ
ら
た
め
て
民

主
主
義
を
考
え
る
」

小
森
龍
邦
天
連
続
解
放
講
座
（
Ⅲ
）
〉
勝
利
へ
の
道
程
Ｉ
木
山
『
要
請
書
」

差
別
糾
弾
闘
争
」
（
同
右
）

内
田
正
志
「
（
動
向
）
〈
研
究
〉
京
・
阪
・
神
三
都
市
部
落
研
・
研
究
交
流

集
会
第
一
○
回
を
迎
え
、
神
戸
で
盛
大
に
開
か
れ
る
」

（
『
部
落
』
四
六
五
号
、
ｎ
月
）

村
崎
勝
利
「
（
動
向
）
〈
運
動
〉
全
解
連
、
八
五
全
闘
第
二
次
中
央
行
動
を

展
開
」
（
同
右
）

丹
波
正
史
「
人
間
の
発
達
保
障
を
め
ざ
す
運
動
論
と
自
立
」

（
『
部
蓮
問
題
Ｉ
調
査
と
研
究
』
五
九
号
、
ｎ
月
）

へ
特
集
〉
「
八
鹿
・
朝
来
暴
力
事
件
と
但
馬
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
’
○
九
号
、
⑫
月
）

兵
庫
県
人
権
共
闘
会
議
事
務
局
「
元
津
事
件
民
事
訴
訟
判
決
Ｉ
刑
事
控

訴
審
緒
戦
で
大
き
な
勝
利
」

（
資
料
）
「
元
津
事
件
第
一
審
判
決
（
抜
す
い
）
」

吉
岡
良
治
「
八
鹿
・
朝
来
事
件
と
意
岐
部
事
件
’
一
審
判
決
の
是
正
と

完
全
勝
利
を
め
ざ
し
て
」

山
内
康
雄
「
八
鹿
・
朝
来
暴
力
事
件
控
訴
審
第
一
回
公
判
と
今
後
の
展
望
」

（
『
部
落
』
四
六
四
号
、
ｎ
月
）

成
沢
栄
寿
「
国
民
融
合
全
国
会
議
の
十
年
」
（
同
右
）

山
中
一
美
「
（
動
向
）
〈
運
動
〉
和
歌
山
県
連
独
自
の
部
落
解
放
要
求
対
政

府
交
渉
」
（
同
右
）

〈
特
集
〉
「
『
地
対
法
』
後
の
諸
問
題
」

（
『
部
落
問
題
論
究
』
十
号
、
ｎ
月
）

杉
之
原
寿
一
「
『
地
対
法
』
期
限
切
れ
と
同
和
行
政
」

真
田
是
「
住
民
の
自
立
」

渡
辺
久
九
「
差
別
規
制
法
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
ｌ
大
阪
府
興
信
所
条

例
を
中
心
と
し
て
」

兵
庫
県
人
権
共
闘
会
議
事
務
局
「
八
鹿
・
朝
来
暴
力
事
件
控
訴
審
第
一
回
公

判
開
く
」
（
『
月
刊
部
落
問
題
』
一
○
八
号
、
ｎ
月
）

瀬
川
負
太
郎
「
〈
投
稿
〉
少
し
異
議
あ
り
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
一
○
八
号
、
ｎ
月
）

高
野
真
澄
「
『
部
落
解
放
基
本
法
』
を
め
ぐ
る
論
議
に
つ
い
て
口
」

（
『
部
落
解
放
研
究
』
四
七
号
、
ｎ
月
）

辻
琿
夫
「
私
を
変
え
て
く
れ
た
も
の
Ｉ
メ
ィ
の
結
婚
差
別
か
ら
」

（
『
部
落
解
放
』
一
一
三
七
号
、
ｎ
月
）

土
方
鉄
「
狭
山
特
別
抗
告
棄
却
決
定
を
批
判
す
る
Ｉ
⑤
足
跡
に
つ
い
て
」

（
同
右
）

上
杉
佐
一
郎
「
同
対
審
答
申
加
年
と
部
落
解
放
」

（
『
部
落
解
放
』
二
三
八
号
、
ｎ
月
）

友
永
健
三
「
部
落
解
放
基
本
法
の
制
定
を
め
ざ
し
て
」
（
同
右
）

ｉ
ｉ
ｉ
 

中
尾
貢
「
追
悼
山
北
博
Ｉ
山
北
先
生
と
の
出
会
い
と
『
同
和
』
教
育
」

（
『
な
が
さ
き
部
落
解
放
研
究
」
十
一
号
、
ｎ
月
）

山
北
博
「
〈
第
稲
回
全
局
教
研
究
大
会
報
告
〉
わ
た
し
は
ア
パ
ー
ト
の
人

じ
ゃ
な
か
も
ん
」
（
同
右
）

へ
特
集
〉
「
東
日
本
の
差
別
と
教
師
た
ち
」

（
『
解
放
教
育
』
一
九
九
号
、
ｎ
月
）

第
汀
回
全
局
教
大
会
地
元
実
行
委
員
会
「
親
や
子
の
願
い
が
生
き
た
学

校
を
Ｉ
東
京
の
解
放
教
育
・
現
状
と
課
題
」

浅
名
良
男
「
六
年
間
の
歩
み
か
ら
」

へ
特
集
〉
三
九
八
四
年
部
落
問
題
研
究
の
成
果
と
課
題
」

（
『
部
落
問
題
研
究
』
八
五
号
、
ｎ
月
）

秋
定
嘉
和
「
部
落
問
題
と
学
際
学
」
（
「
こ
ぺ
る
』
九
五
号
、
ｎ
月
）

渡
辺
俊
雄
「
第
七
回
全
国
部
落
解
放
研
究
者
集
会
歴
史
・
理
論
部
門
会
議

（
報
告
）
」
（
『
部
落
解
放
研
究
』
四
七
号
、
ｎ
月
）

渡
辺
俊
雄
「
部
落
解
放
理
論
入
門
」
（
『
部
落
解
放
』
一
一
一
一
一
八
号
、
ｎ
月
）

大
賀
正
行
「
部
蓮
解
放
理
論
１
『
国
民
融
合
論
批
判
」
」
（
同
右
）

栃
崎
博
孝
「
『
虹
世
紀
を
め
ざ
す
部
落
解
放
の
基
本
方
向
（
案
）
』
の
学
習

の
た
め
に
」

（
『
解
放
の
道
Ｉ
理
論
・
政
策
・
資
料
版
』
一
一
三
号
、
ｎ
月
）

（
資
料
）
「
『
基
本
方
向
（
案
）
』
の
用
語
解
説
」
（
同
右
）

【
解
放
教
育
】

北
口
末
広
・
在
間
秀
和
「
部
落
差
別
身
元
調
査
等
規
制
条
例
の
制
定
と
課

題
」
（
同
右
）

山
上
益
朗
「
狭
山
特
別
抗
告
棄
却
決
定
批
判
と
今
後
の
方
向
」
（
同
右
）

磯
本
恒
信
「
被
爆
側
年
・
戦
争
と
差
別
の
撤
廃
を
願
っ
て
」
（
同
右
）

部
落
解
放
同
盟
大
阪
府
連
浪
速
支
部
・
生
江
支
部
・
高
橋
正
人
「
部
落
解
放

と
周
辺
地
域
共
闘
」
（
同
右
）

山
中
多
美
男
「
あ
い
つ
ぐ
差
別
事
件
と
人
権
草
の
根
運
動
」
（
同
右
）

友
永
健
一
一
一
・
身
元
調
査
お
こ
と
わ
り
大
阪
連
絡
会
・
村
越
末
男
・
㈱
同
和
地

区
人
材
雇
用
開
発
セ
ン
タ
ー
・
大
阪
企
業
同
和
問
題
推
進
連
絡
協
議
会

「
「
部
落
地
名
総
鑑
』
発
覚
ｎ
年
」

（
『
社
会
啓
発
情
報
』
二
八
号
、
ｎ
月
）

部
落
解
放
基
本
法
制
定
要
求
国
民
運
動
福
岡
県
実
行
委
員
会
「
部
落
解
放
基

本
法
制
定
を
め
ざ
し
て
②
Ｉ
広
範
な
県
民
の
結
集
を
」
（
同
右
）

岡
本
茂
「
連
続
差
別
電
話
事
件
の
経
過
と
課
題
」
（
同
右
）

青
野
朝
夫
「
差
別
電
話
を
受
け
て
Ｉ
自
分
自
身
の
生
き
方
が
問
わ
れ
る
」

（
同
右
）

部
落
解
放
同
盟
新
潟
県
連
「
〔
資
料
〕
ｕ
・
班
神
林
村
差
別
行
政
糾
弾
裁
判

闘
争
勝
利
決
起
集
会
」

部
落
解
放
同
盟
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
「
基
調
報
告
」

（
『
東
京
部
落
解
放
研
究
」
四
六
号
、
ｎ
月
）

へ
特
集
〉
「
部
落
解
放
基
本
法
の
制
定
め
ざ
し
て
」

（
『
部
落
解
放
ひ
ろ
し
ま
』
三
号
、
ｎ
月
）

時
本
悟
「
『
部
落
解
放
基
本
法
』
制
定
の
闘
い
」

上
田
一
雄
「
広
島
県
北
部
同
和
地
区
実
態
調
査
を
終
え
て
」

凪
礁
が
魁
び
避
膜
騨
腰
鵬
・
鮮
午
？
』
Ｉ
・
腓
叺
匙
画
２
画
駐
願
他
駈
匿
駅
勝
脇
臆
砺
醗
卿
馴
聯
脇
四
勵
限
瞬
腿
卿
殿
伽
蕊
腫
，
’
・
；
と
げ
げ
し
便
９
１
１
１
１
リ
レ
ｌ
ｗ
ｒ
あ
』
；
ｉ
Ｉ
ｒ
，
．
ｒ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｉ

【
解
放
理
論
】
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桑
原
敦
子
「
Ｋ
子
と
と
も
に
」

荻
原
幸
助
「
村
に
足
を
は
こ
ん
で
四
年
」

中
野
市
立
日
野
小
学
校
「
地
域
を
掘
り
お
こ
す
」

雁
部
桂
子
「
木
下
川
を
学
習
す
る
」

酒
井
清
治
ｄ
野
口
実
・
高
田
和
正
・
中
山
英
一
・
高
橋
誠
・
中
村

拡
一
一
一
「
〈
座
談
会
〉
東
日
本
の
解
放
教
育
運
動
Ｉ
そ
の
現
状
か
ら
課

題
を
ど
う
構
想
す
る
か
」

中
野
陸
夫
「
〈
あ
る
視
点
〉
同
和
教
育
の
実
践
。
交
流
を
よ
り
深
め
る
た
め

に
」
（
同
右
）

中
村
拡
三
「
〈
ル
ポ
・
教
育
現
場
。
ｕ
〉
だ
れ
が
教
育
を
つ
く
り
だ
す
の
か

（
そ
の
１
）
’
三
重
・
伊
賀
の
青
年
と
子
ど
も
た
ち
」
（
同
右
）

梅
田
修
「
同
和
教
育
研
究
を
め
ぐ
る
今
日
の
諸
問
題
」

（
『
部
落
問
題
研
究
』
八
五
号
、
ｎ
月
）

へ
特
集
〉
「
現
代
に
お
け
る
同
和
教
育
と
は
な
に
か
Ｉ
大
都
市
の
場
合
」

（
『
部
落
』
四
六
三
号
、
ｎ
月
）

玖
島
慶
子
・
田
部
義
之
・
八
木
満
喜
男
・
杉
島
洋
・
山
本
敏
貢
「
〈

座
談
会
〉
部
落
問
題
が
提
起
す
る
今
日
の
教
育
的
課
題
Ｉ
広
島
市
福

島
町
か
ら
の
報
告
」

岸
本
裕
史
「
学
力
回
復
の
た
め
に
」

嶋
津
良
夫
「
〈
現
地
報
告
〉
群
馬
に
お
け
る
就
職
差
別
撤
廃
の
た
た
か
い
」

（
同
右
）

東
上
高
志
「
杉
山
守
君
あ
り
が
と
う
」
（
同
右
）

中
谷
隆
亮
「
〈
部
落
問
題
と
の
出
会
い
〉
貴
重
な
友
人
た
ち
」
（
同
右
）

小
牧
薫
「
（
動
向
）
〈
教
育
〉
和
歌
山
の
解
放
運
動
・
同
和
教
育
に
学
ん

木
村
光
夫
「
〈
部
落
問
題
と
の
出
会
い
〉
四
十
に
し
て
」
（
同
右
）

村
上
保
「
臨
教
審
答
申
と
『
同
和
教
育
』
１
い
ま
こ
そ
民
主
主
義
と
人
権

の
教
育
を
」

（
『
部
落
問
題
論
究
』
十
号
、
ｎ
月
）

梅
田
修
「
小
川
太
郎
の
生
活
指
導
論
の
探
求
「
八
尾
中
学
事
件
』
に
ふ
れ

て
」
（
同
右
）

若
林
宏
子
「
子
ど
も
の
発
達
と
親
の
自
立
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
一
○
八
号
、
ｎ
月
）

村
橋
端
「
『
い
じ
め
』
克
服
の
た
め
に
」

（
『
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
』
一
○
三
号
、
ｎ
月
）

東
上
高
志
「
〈
今
月
の
部
落
問
題
・
同
和
教
育
〉
正
し
い
促
進
教
育
を
③
Ｉ

促
進
教
育
の
問
題
点
」
（
同
右
）

前
川
実
「
第
七
回
全
国
部
落
解
放
研
究
者
集
会
教
育
・
地
域
部
門
会
議

（
報
告
）
」
（
『
部
落
解
放
研
究
』
四
七
号
、
ｎ
月
）

渡
久
山
長
輝
「
『
臨
教
審
』
と
教
育
改
革
」

（
『
部
落
解
放
』
二
三
八
号
、
ｎ
月
）

鈴
木
祥
蔵
「
同
和
保
育
の
歴
史
と
課
題
」
（
同
右
）

米
津
進
「
同
和
教
育
入
門
ｌ
体
験
を
中
心
に
！
」
（
同
右
）

坂
本
三
好
「
兵
庫
部
落
出
身
教
職
員
の
会
だ
よ
り
④
Ｉ
『
同
和
教
育
』
実
践

ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
約
し
て
」

（
『
ひ
ょ
う
ご
部
蓮
解
放
』
二
一
号
、
ｎ
月
）

橋
爪
隆
昌
「
解
放
教
育
と
基
本
法
制
定
」

（
『
部
落
解
放
ひ
ろ
し
ま
』
三
号
、
ｎ
月
）

稲
田
勝
幸
「
『
同
和
』
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
の
転
換
を
求
め
て
」
（
同
右
）
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だ
歴
教
協
〃
回
大
会
」
（
同
右
）

東
上
高
志
「
〈
今
月
の
部
落
問
題
・
同
和
教
育
〉
正
し
い
促
進
教
育
を
②
Ｉ

岸
本
・
藤
原
氏
の
仕
事
と
同
和
教
育
」

（
『
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
」
一
○
二
号
、
ｎ
月
）

福
地
幸
造
「
生
活
綴
方
と
解
放
教
育
ｌ
子
ど
も
の
生
き
る
土
台
か
ら
」

（
『
新
日
本
文
学
』
四
五
七
号
、
ｎ
月
）

森
拾
三
「
『
開
け
心
が
窓
な
ら
ば
』
と
大
学
生
」

（
『
部
落
解
放
』
一
一
三
六
号
、
ｎ
月
）

小
沢
有
作
「
『
地
域
か
ら
の
教
育
改
革
』
（
大
阪
の
解
放
教
育
の
点
検
と
再

構
築
）
を
読
ん
で
」
（
同
右
）

〈
特
集
〉
「
今
、
漂
流
す
る
時
代
に
立
つ
Ｉ
解
放
教
育
的
年
代
へ
の
展
望
」

（
『
解
放
教
育
』
二
○
○
号
、
ｎ
月
）

鈴
木
祥
蔵
「
解
放
教
育
二
○
年
と
そ
の
課
題
」

田
中
一
郎
・
小
森
龍
邦
・
寺
澤
亮
一
・
高
木
仁
三
郎
・
福
地
幸
造
「
解

放
教
育
に
期
待
す
る
」

中
野
睦
夫
「
同
和
教
育
理
論
の
検
討
に
関
す
る
覚
書
」
（
同
右
）

佐
藤
三
郎
「
図
書
紹
介
『
地
域
か
ら
の
教
育
改
革
』
」
（
同
右
）

中
村
拡
三
「
だ
れ
が
教
育
を
つ
く
り
だ
す
の
か
（
そ
の
２
）
’
一
一
一
重
・
伊
賀

の
青
年
と
子
ど
も
た
ち
」
（
同
右
）

部
落
解
放
同
盟
長
野
県
連
「
長
野
の
大
自
然
に
集
う
Ｉ
部
落
解
放
第
四
回
全

国
子
ど
も
会
集
会
」
（
同
右
）

（
資
料
）
「
全
国
子
ど
も
会
集
会
の
目
標
」
（
同
右
）

石
田
眞
一
「
本
棚
・
岐
路
に
立
つ
同
和
教
育
」

（
『
部
落
』
四
六
四
号
、
ｎ
月
）

へ
特
集
〉
「
学
力
へ
の
た
た
か
い
最
前
線
」

（
『
解
放
教
育
』
二
○
一
号
、
ｎ
月
）

佐
藤
藤
一
一
一
郎
・
上
田
正
勝
・
浜
根
一
雄
・
戸
塚
廉
「
学
力
へ
の
視

角
」

森
実
「
『
解
放
の
学
力
』
と
『
学
力
実
態
調
査
』
」

大
国
小
学
校
同
和
教
育
部
「
『
□
を
モ
ガ
モ
ガ
し
て
た
け
ど
．
…
．
．
、
九

九
が
い
え
た
ん
よ
』
Ｉ
大
国
小
・
促
進
指
導
の
と
り
く
み
」

松
本
郁
夫
「
『
解
放
の
学
力
』
を
つ
け
た
い
」

小
田
和
代
「
つ
ら
い
の
は
、
わ
た
し
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
」

（
編
集
部
）
「
わ
が
生
涯
、
わ
が
学
力
」

長
岡
義
幸
「
子
ど
も
の
な
か
の
学
力
像
」

木
下
繁
弥
「
学
力
保
障
Ｉ
そ
の
今
日
的
段
階
と
課
題
」

喜
多
一
夫
「
傷
つ
い
た
生
徒
と
と
も
に
授
業
を
蘇
ら
せ
た
い
（
下
）
Ｉ
量
の

文
化
を
共
に
学
ぶ
」
（
同
右
）

中
村
拡
三
「
〈
ル
ポ
・
教
育
現
場
。
、
〉
誇
り
う
る
教
育
を
ど
う
構
築
す
る

か
（
そ
の
１
）
Ｉ
大
阪
・
長
橋
小
学
校
の
歴
史
と
生
活
に
立
っ
て
」

（
同
右
）

福
江
俊
喜
「
末
武
中
へ
の
暴
力
的
『
糾
弾
』
問
題
・
そ
の
後
の
た
た
か
い
」

（
「
部
落
』
四
六
五
号
、
ｎ
月
）

大
谷
猛
夫
「
（
動
向
）
〈
教
育
〉
東
京
の
同
和
教
育
」
（
同
右
）

田
上
和
儀
「
〈
部
落
問
題
と
の
出
会
い
〉
『
橋
の
な
い
川
』
と
の
出
会
い

が
」
（
同
右
）

大
森
久
雄
「
県
同
教
教
材
『
ほ
の
お
』
の
問
題
点
」

（
『
部
落
問
題
Ｉ
調
査
と
研
究
』
五
九
号
、
ｎ
月
）
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上
高
志
「
〈
今
月
の
部
落
問
題
・
同
和
教
育
〉
正
し
い
促
進
教
育
を
四
Ｉ

あ
る
と
り
く
み
か
ら
」

（
『
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
』
一
○
四
号
、
ｎ
月
）

へ
特
集
〉
「
部
落
の
『
障
害
者
』
の
生
活
と
闘
い
」

（
『
部
落
解
放
』
二
三
五
号
、
ｎ
月
）

北
山
誠
一
・
平
沢
徹
・
楠
敏
雄
・
中
東
政
富
・
松
岡
昇
。
西
川

雅
章
・
藤
本
学
「
〈
座
談
会
〉
「
障
害
者
」
と
の
共
生
を
求
め

て
」

山
下
栄
一
「
国
際
障
害
者
年
と
『
障
害
者
』
解
放
の
課
題
」

東
野
正
尚
「
部
落
の
『
障
害
者
』
の
生
活
実
態
と
課
題
」

部
落
解
放
同
盟
奈
良
県
連
合
会
生
活
福
祉
対
策
委
員
会
「
共
に
育
て
／

そ
し
て
闘
お
う
ノ
」

藤
林
晋
一
郎
「
大
阪
に
お
け
る
部
落
の
『
障
害
者
』
の
と
り
く
み
Ｉ
和

泉
と
浪
速
」

「
障
害
」
児
の
公
立
高
校
入
学
を
実
現
す
る
会
「
『
私
も
高
校
へ
行
き

た
い
』
１
Ｋ
さ
ん
、
Ｔ
く
ん
を
公
立
高
校
へ
大
阪
旭
区
で
の
取
り
組

み
」

徐
正
禺
「
ひ
と
さ
し
指
の
た
た
か
い
」

（
『
社
会
啓
発
情
報
』
二
七
号
、
Ⅲ
月
）

浅
野
健
一
「
『
犯
罪
』
報
道
の
犯
罪
」
（
同
右
）

竹
内
一
夫
「
ア
メ
リ
カ
の
平
等
雇
用
」
（
同
右
）

鎗
田
英
三
「
ナ
チ
ス
体
制
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
差
別
。
迫
害
」

（
『
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
』
一
○
三
号
、
ｎ
月
）

三
宅
信
一
。
明
神
勲
。
小
川
隆
吉
・
小
川
早
苗
・
田
中
美
穂
・
柿
木
里
枝

「
ア
イ
ヌ
差
別
と
教
育
の
諸
問
題
」
（
『
釧
路
論
集
〈
北
海
道
教
育
大
学

釧
路
分
校
研
究
報
告
〉
』
十
七
号
、
ｎ
月
）

藍
谷
邦
雄
「
連
載
３
・
日
本
の
刑
務
所
の
実
態
と
刑
事
施
設
法
案
の
問
題
点

ｌ
人
間
的
処
遇
法
た
る
監
獄
法
の
た
め
に
」

（
『
地
方
政
治
』
三
○
八
号
、
ｎ
月
）

へ
特
集
〉
「
国
際
人
権
規
約
発
効
六
周
年
に
あ
た
っ
て
」

（
『
部
落
解
放
研
究
」
四
七
号
、
ｎ
月
）

友
永
健
三
「
国
際
人
権
規
約
発
効
６
周
年
に
あ
た
っ
て
Ｉ
成
果
と
課

題
」

和
田
幹
彦
「
国
連
人
権
活
動
の
現
状
と
課
題
’
第
三
八
回
国
連
人
権
小

委
員
会
審
議
概
要
」

久
保
田
洋
「
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
人
権
規
約
選
択

議
定
書
に
よ
る
通
報
手
続
概
説
」

テ
オ
ド
ー
ル
・
メ
ロ
ン
「
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
人
種
差
別
撤
廃
に
関
す
る

国
際
条
約
の
意
味
と
範
囲
」

佐
藤
典
子
「
ラ
テ
ン
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
人
権
②
Ｉ
イ
ン
デ
ィ
オ
に
つ
い

て
」
（
同
右
）

部
落
解
放
研
究
所
人
権
部
会
一
‐
人
種
差
別
撤
廃
条
約
第
四
条
・
七
条
の
実
施

に
関
す
る
研
究
報
告
⑤
」
（
同
右
）

中
村
清
二
「
第
七
回
全
国
部
落
解
放
研
究
者
集
会
人
権
・
行
政
部
門
会
議

（
報
告
）
」
（
同
右
）

杉
谷
依
子
「
朝
鮮
を
正
し
く
教
え
る
Ｉ
副
読
本
『
サ
ラ
ム
』
に
つ
い
て
」

【
人
権
】

□
し
隣
ワ
ｉ
“
脚
ｗ
口
』
」
辰
一
口
巴
』
■
●
Ｐ
Ｅ
Ｄ
』
ｐ
Ｅ
ｉ
⑪
ｒ
ｆ
・
Ｐ
ロ
ロ
リ
カ
・
仏
○
し
』
ご
’
１
‐
’
７
．
世
ｉ
１
．
．
ｒ
Ｌ
Ｉ
ｉ
ｌ
Ｕ
．
，
ｌ
‐
ト
ト
ト
ー
向
Ⅱ
Ｅ
ｆ
・
；
ｉ
ｖ
ｒ
ル
ｌ
ｌ
肌
！
Ｌ
←
‐
隣
・
；
卜
．
陰
Ⅳ
間
ｌ
‐
か
“
：
．
Ｆ
１
，
，
１
‐
‐
只
肌
ｌ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
蕾
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
，
ｒ

（
「
な
が
さ
き
部
落
解
放
研
究
』
十
一
号
、
ｎ
月
）

島
比
呂
志
「
そ
の
後
の
こ
と
ｌ
転
換
期
に
直
面
す
る
ら
い
園
の
内
外
」

（
『
解
放
教
育
」
一
九
九
号
、
ｎ
月
）

趙
根
在
「
〈
ハ
ン
セ
ン
病
の
同
胞
た
ち
・
７
〉
撮
る
」
（
同
右
）

飯
塚
和
之
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
一
九
八
四
年
デ
ー
タ
保
護
法
の
成
立
」

（
『
法
律
時
報
』
五
七
巻
十
一
号
、
ｎ
月
）

鎌
田
定
夫
「
核
廃
絶
へ
連
帯
す
る
世
界
平
和
都
市
市
長
会
議
」

（
『
軍
縮
問
題
資
料
』
五
九
号
、
ｎ
月
）

楠
原
彰
「
燃
え
上
が
る
南
ア
フ
リ
カ
Ｉ
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
背
後
に
あ
る

も
の
」
（
『
新
日
本
文
学
』
四
五
七
号
、
ｎ
月
）

へ
特
集
〉
「
国
連
婦
人
の
加
年
と
今
後
の
課
題
」

（
『
都
市
問
題
研
究
』
三
七
巻
十
号
、
ｎ
月
）

坂
本
宗
子
「
大
阪
市
に
お
け
る
女
性
の
現
状
と
施
策
Ｉ
『
国
連
婦
人
の

ｎ
年
』
の
取
組
み
を
中
心
に
」
ほ
か

千
田
是
也
「
差
別
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
戦
争
」

（
『
部
落
解
放
』
二
一
一
一
六
号
、
ｎ
月
）

高
崎
隆
治
「
沖
縄
問
題
と
教
育
」

（
『
解
放
教
育
』
二
○
○
号
、
ｎ
月
）

楠
原
彰
「
南
北
問
題
と
教
育
」
（
同
右
）

山
下
栄
一
「
『
障
害
児
」
問
題
と
教
育
」
（
同
右
）

星
野
安
三
郎
「
国
家
機
密
と
国
民
の
知
る
権
利
’
六
・
二
一
市
民
集
会
か

ら
」
（
同
右
）

伊
瀬
知
徹
「
臨
教
審
第
一
次
答
申
と
障
害
児
教
育
」
（
同
右
）

祇
元
幸
一
郎
「
〈
奄
美
の
夜
明
け
の
た
め
に
１
〉
四
度
の
差
別
を
受
け
て
」

（
『
部
落
解
放
』
一
一
三
七
号
、
ｎ
月
）

徐
正
房
・
李
敬
宰
「
〈
特
別
ア
ッ
ピ
ー
ル
〉
指
紋
押
捺
制
度
撤
廃
に
む
け

て
」
（
『
部
落
解
放
』
一
一
一
一
一
八
号
、
ｎ
月
）

宮
崎
繁
樹
「
国
連
如
年
と
平
和
・
人
権
」
（
同
右
）

森
井
瞳
「
冤
罪
と
再
審
」
（
同
右
）

楠
敏
雄
「
障
害
者
差
別
の
現
状
と
課
題
」
（
同
右
）

清
水
澄
子
「
国
連
婦
人
の
ｎ
年
世
界
会
議
と
女
性
解
放
」
（
同
右
）

徐
正
舅
・
李
相
鎬
・
李
敬
宰
・
大
阪
市
職
員
労
働
組
合
「
在
日
韓
国
・
朝

鮮
人
差
別
の
現
状
と
課
題
Ｉ
指
紋
押
捺
制
度
撤
廃
の
と
り
く
み
」

（
同
右
）

世
界
人
権
宣
言
大
阪
連
絡
会
議
「
平
和
と
人
権
ｌ
国
連
創
設
四
○
周
年
」

（
『
社
会
啓
発
情
報
』
一
一
八
号
、
ｎ
月
）

土
井
た
か
子
「
国
連
婦
人
の
ｎ
年
・
ナ
イ
ロ
ビ
会
議
」

（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
一
二
号
、
ｎ
月
）

岡
部
一
明
「
マ
ィ
ノ
リ
テ
ィ
シ
リ
ー
ズ
・
少
数
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ
を
生
き

る
④
ｌ
公
民
権
法
と
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
イ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
（
同
右
）

小
川
洋
子
「
（
書
評
）
『
飛
鳥
・
そ
の
青
い
丘
』
千
坂
長
著
」
（
同
右
）

加
瀬
都
貴
子
「
（
書
評
）
『
捜
査
弁
護
の
技
術
』
丹
治
初
彦
著
」
（
同
右
）

中
村
哲
夫
「
（
書
評
）
『
孫
文
と
神
戸
』
陳
徳
仁
・
安
井
一
一
一
吉
著
」

（
同
右
）

山
田
照
美
一
‐
（
書
評
）
『
兵
庫
と
朝
鮮
人
』
在
日
本
朝
鮮
人
科
学
者
鶴
会
兵

庫
支
部
兵
庫
朝
鮮
関
係
研
究
会
編
」
（
同
右
）

前
原
裕
典
「
住
民
基
本
台
帳
注
の
改
正
と
国
勢
調
査
に
つ
い
て
」

（
『
部
落
解
放
ひ
ろ
し
ま
」
一
一
一
号
、
ｎ
月
）
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下
垣
桂
一
三
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
さ
さ
え
る
『
名
誉
白
人
』
（
同
右
）

宮
淑
子
「
あ
る
視
点
／
〃
不
純
な
ま
な
ざ
し
〃
」

（
『
解
放
教
育
』
一
一
○
一
号
、
ｎ
月
）

森
田
洋
司
「
〈
ア
メ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち
・
そ
の
１
〉
揺
れ
動
く
マ
ィ
ノ
リ

テ
ィ
の
就
学
保
障
Ｉ
」
（
同
右
）

趙
根
在
「
〈
ハ
ン
セ
ン
病
の
同
胞
た
ち
・
８
〉
闇
の
中
の
こ
だ
ま
」

（
同
右
）

品
川
信
良
「
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
の
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
受
賞
を
喜
ぶ
と
と
も
に
」
（
『
軍
縮
問
題
資
料
』
六
一
号
、
ｎ
月
）

藤
田
秀
雄
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
中
平
健
吉
弁
護
士
に
聞
く
Ｉ
現
代
の
人
権
感

覚
」
（
『
月
刊
社
会
教
育
』
一
一
一
四
九
号
、
ｎ
月
）

星
野
修
美
「
在
日
外
国
人
の
学
習
権
を
守
る
た
め
に
Ｉ
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人

教
育
に
つ
い
て
」
（
同
右
）

吉
川
徹
「
人
を
つ
な
げ
る
地
域
の
力
」
（
同
右
）

東
京
都
立
大
学
社
会
教
育
ゼ
ミ
「
海
外
の
青
年
教
育
〈
そ
の
１
〉
国
際
青
年

年
の
背
景
と
課
題
」
（
同
右
）

藤
田
秀
雄
「
学
習
権
宣
言
’
第
四
回
ユ
ネ
ス
コ
国
際
成
人
教
育
会
議
の
宣

言
」
（
同
右
）

大
谷
恭
子
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
監
獄
の
実
態
と
刑
事
施
設
法
案
の
国
際
水
準
」

（
『
地
方
政
治
』
一
一
一
○
九
号
、
ｎ
月
）

中
村
洸
「
〈
私
の
書
評
〉
岩
沢
雄
司
箸
『
条
約
の
国
内
適
用
可
能
性
』
Ｉ

い
わ
ゆ
る
《
の
固
い
句
‐
因
〆
因
○
ご
目
目
ｚ
の
ご
江
条
約
に
関
す
る
一
考
察
」

（
『
書
斎
の
窓
』
三
五
○
号
、
ｎ
月
）

東
上
高
志
「
〈
提
案
１
〉
法
以
後
を
見
通
し
た
社
会
同
和
教
育
ｌ
ト
リ

オ
論
」

井
上
英
之
「
〈
提
案
２
〉
法
以
後
を
見
通
し
た
啓
発
活
動
Ｉ
パ
ー
ト
ナ

ー
論
」

高
橋
邦
男
「
〈
報
告
１
〉
啓
発
か
ら
学
習
運
動
へ
〈
公
民
館
の
実

践
〉
」

石
沢
由
起
夫
「
〈
報
告
２
〉
京
都
・
美
山
町
に
お
け
る
と
り
く
み
〈
公

民
館
・
社
会
教
育
関
係
団
体
〉
」

鈴
木
勉
市
「
〈
報
告
３
〉
共
同
地
区
懇
の
と
り
く
み
か
ら
〈
同
推
協
の

実
践
〉
」

竹
本
豊
重
「
〈
報
告
４
〉
地
区
内
に
お
け
る
と
り
く
み
〈
隣
保
館
の
実

践
〉
」

村
上
博
光
「
〈
総
括
〉
社
会
教
育
全
体
で
ど
う
と
り
く
む
か
Ｉ
基
本
視

点
」

神
戸
市
同
和
問
題
市
民
啓
発
専
門
委
員
会
「
〈
資
料
〉
市
民
啓
発
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
意
見
」

東
寿
隆
「
（
動
向
）
〈
教
育
〉
第
二
五
回
社
会
教
育
研
究
全
国
集
会
（
大

阪
）
の
開
催
」
（
同
右
）

東
上
高
志
「
〈
講
座
こ
れ
か
ら
の
社
会
啓
発
７
〉
Ⅶ
啓
発
内
容
と
教
材
ｌ

①
人
権
と
差
別
」
（
同
右
）

出
口
俊
一
「
職
場
の
合
意
と
同
和
教
育
」

（
『
部
落
問
題
論
究
』
十
号
、
ｎ
月
）

木
村
光
夫
「
〈
第
坊
回
社
会
教
育
研
究
全
国
集
会
報
告
〉
分
科
会
か
ら
の
報

告
第
一
分
科
会
差
別
・
人
権
問
題
と
社
会
教
育
」
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【
社
会
啓
発
】

（
資
料
）
「
開
館
準
備
す
す
む
大
阪
人
権
歴
史
資
料
館
」

（
『
部
落
解
放
』
一
一
三
五
号
、
ｎ
月
）

森
口
兼
一
一
「
書
評
『
地
域
に
お
け
る
人
権
草
の
根
運
動
』
」

（
『
社
会
啓
発
情
報
」
一
一
七
号
、
ｎ
月
）

杉
浦
明
平
「
出
会
い
。
忘
れ
得
ぬ
人
び
と
」
（
同
右
）

大
森
龍
三
「
自
治
体
職
員
同
和
研
修
の
一
方
法
」
（
同
右
）

（
資
料
）
「
高
槻
市
に
お
け
る
人
権
啓
発
の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
提
言
）
」

（
同
右
）

野
口
道
彦
「
現
在
の
視
点
か
ら
⑪
マ
ー
ト
ン
の
４
つ
の
タ
イ
プ
と
部
落
解

放
の
て
だ
て
」
（
『
こ
ぺ
ろ
』
九
四
号
、
ｎ
月
）

長
野
崇
「
差
別
意
識
は
ど
こ
か
ら
ｌ
そ
の
歴
史
お
よ
び
表
象
に
関
す
る
一

考
察
口
」
（
『
な
が
さ
き
部
落
解
放
研
究
」
十
一
号
、
ｎ
月
）

村
上
博
光
「
朗
年
・
腿
年
の
社
会
啓
発
・
社
会
同
和
教
育
研
究
」

（
『
部
落
問
題
研
究
』
八
五
号
、
ｎ
月
）

中
野
功
「
（
動
向
）
〈
文
化
〉
映
画
『
あ
し
た
に
向
か
っ
て
』
を
見
て
」

（
『
部
落
』
四
六
一
一
一
号
、
ｎ
月
）

東
上
高
志
「
〈
講
座
こ
れ
か
ら
の
社
会
啓
発
６
〉
Ⅵ
啓
発
内
容
」

（
同
右
）

野
口
道
彦
「
現
在
の
視
点
か
ら
②
親
と
子
の
は
ざ
ま
」

（
『
こ
べ
ろ
』
九
五
号
、
ｎ
月
）

へ
特
集
〉
「
現
代
に
お
け
る
社
会
同
和
教
育
と
は
な
に
か
」

（
『
部
落
』
四
六
四
号
、
ｎ
月
）

（
『
月
刊
社
会
教
育
』
三
四
八
号
、
ｎ
月
）

村
上
博
光
「
〈
課
題
別
集
会
１
〉
人
権
と
社
会
教
育
」
（
同
右
）

へ
第
珀
回
部
落
解
放
夏
期
講
座
〉

（
『
部
落
解
放
』
一
一
三
八
号
、
ｎ
月
）

中
山
英
一
「
市
民
啓
発
の
歴
史
と
課
題
ｌ
長
野
県
を
中
心
に
」

香
野
貞
人
「
企
業
と
部
落
問
題
Ｉ
研
修
主
題
の
設
定
」

加
藤
敏
明
「
社
会
啓
発
の
目
標
と
原
理
」

（
『
社
会
啓
発
情
報
』
二
八
号
、
ｎ
月
）

㈱
資
生
堂
「
同
和
問
題
研
修
の
現
状
と
課
題
」
（
同
右
）

山
上
徹
二
郎
「
ド
キ
ー
ー
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
製
作
現
場
か
ら
」
（
局
右
）

野
口
道
彦
「
現
在
の
視
点
か
ら
③
『
ど
ん
な
私
』
と
、
｜
生
付
き
合
う
の

か
」
（
『
こ
ぺ
ろ
』
九
六
号
、
ｎ
月
）

〈
同
和
問
題
の
啓
発
活
動
シ
ン
ポ
〉

（
『
国
民
融
合
通
信
』
一
三
八
号
、
ｎ
月
）

杉
之
原
寿
一
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
っ
て
」

栃
崎
博
学
「
部
落
に
お
け
る
啓
発
活
動
」

長
谷
川
善
計
「
社
会
啓
発
を
再
検
討
す
る
た
め
に
」

谷
弥
兵
衛
「
奈
良
県
の
啓
発
活
動
」

大
同
計
五
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
け
る
啓
発
活
動
の
あ
り
方
と
子
ど
も
た
ち
の

民
主
的
な
意
識
、
道
徳
の
形
成
に
関
わ
る
地
域
、
家
庭
の
課
題
」

東
上
高
志
「
〈
講
座
こ
れ
か
ら
の
社
会
啓
発
８
〉
Ⅶ
啓
発
内
容
と
教
材
ｌ

②
歴
史
と
運
動
」
（
『
部
落
』
四
六
五
号
、
ｎ
月
）

柿
元
清
「
（
動
向
）
〈
文
化
〉
『
は
じ
ま
り
の
今
』
Ｉ
滋
賀
県
研
修
用

ス
ラ
イ
ド
」
（
『
部
落
』
四
六
五
号
、
ｎ
月
）
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〈
特
集
〉
「
人
権
感
覚
、
生
き
る
力
を
育
て
あ
う
」

（
『
月
刊
社
会
教
育
』
一
一
一
四
九
号
、
ｎ
月
）

平
野
一
郎
「
〈
か
が
り
火
〉
上
見
て
暮
ら
す
な
、
下
見
て
暮
ら
せ
」

小
川
利
夫
「
『
人
権
と
し
て
の
社
会
教
育
』
の
追
究
」

木
村
光
夫
「
人
権
学
習
に
と
り
く
む
た
め
に
」

大
上
弘
子
「
〃
識
字
〃
と
わ
た
し
」

【
文
化
・
思
想
】

松
永
俊
夫
「
円
通
寺
人
形
芝
居
と
の
出
会
い
Ｉ
部
落
解
放
第
十
七
回
都
研
集

会
を
終
え
て
」
（
『
部
落
解
放
』
一
一
一
一
一
五
号
、
ｎ
月
）

江
藤
巧
也
「
連
載
・
差
別
者
の
群
れ
の
中
に
〈
最
終
回
〉
」

（
『
解
放
教
育
』
一
九
九
号
、
ｎ
月
）

八
橋
卓
「
（
本
棚
）
表
現
の
自
由
と
『
差
別
用
語
』
」

（
『
部
落
』
四
六
一
一
一
号
、
ｎ
月
）

北
川
鉄
夫
「
く
う
の
目
た
か
の
目
７
〉
車
善
七
の
由
来
」
（
同
右
）

石
田
眞
一
「
部
落
の
青
春
Ｉ
戦
場
の
差
別
」

（
『
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
」
’
○
一
一
号
、
ｎ
月
）

多
田
恵
美
子
「
〈
連
載
歌
い
継
ご
う
部
落
の
伝
承
歌
第
五
回
〉
荷
も
ち

唄
」
（
『
部
落
解
放
』
一
一
一
一
一
六
号
、
ｎ
月
）

お
か
だ
い
ち
え
「
背
中
」
（
『
解
放
教
育
』
一
一
○
○
号
、
ｎ
月
）

北
川
鉄
夫
「
く
う
の
目
た
か
の
目
８
〉
死
と
そ
の
前
後
」

（
『
部
落
』
四
六
四
号
、
ｎ
月
）

石
田
眞
一
「
部
落
の
青
春
ｌ
母
か
ら
の
便
り
」

（
『
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
』
一
○
一
一
一
号
、
ｎ
月
）

（
『
部
落
問
題
研
究
』
八
五
号
、
ｎ
月
）

石
田
眞
一
「
高
橋
磧
｜
さ
ん
を
偲
ん
で
」
（
『
部
落
』
四
六
三
号
、
ｎ
月
）

藤
谷
俊
雄
「
連
載
一
一
○
世
紀
に
生
き
る
Ｉ
あ
る
イ
ン
テ
リ
の
自
伝
的
歴
史

〔
羽
〕
人
民
戦
線
運
動
」
（
同
右
）

山
口
圭
「
忘
れ
ぬ
う
ち
に
。
思
い
出
（
そ
の
６
）
Ｉ
松
本
治
一
郎
の
こ
と

ど
も
」
（
『
部
落
問
題
Ｉ
調
査
と
研
究
』
五
八
号
、
ｎ
月
）

岡
あ
き
ら
「
荊
冠
記
第
五
部
『
激
流
』
第
一
章
」
（
同
右
）

藤
谷
俊
雄
「
連
載
二
○
世
紀
に
生
き
る
Ｉ
あ
る
イ
ン
テ
リ
の
自
伝
的
歴
史

〔
釦
〕
政
治
運
動
の
停
滞
」
（
『
部
落
』
四
六
四
号
、
ｎ
月
）

落
合
重
信
「
〈
歴
史
よ
も
や
ま
話
〉
杉
原
行
き
と
写
真
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
一
○
八
号
、
ｎ
月
）

奈
良
本
辰
也
「
〈
上
杉
佐
一
郎
Ｈ
ｏ
Ｔ
ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
〉
戦
後
・
部
落
解
放
運

動
あ
れ
こ
れ
」
（
『
部
落
解
放
』
一
一
三
七
号
、
ｎ
月
）

中
尾
健
次
「
被
差
別
部
落
の
歴
史
」
（
『
部
落
解
放
』
二
一
一
一
八
号
、
ｎ
月
）

渡
辺
俊
雄
「
（
書
評
）
証
言
の
魅
力
を
ひ
き
だ
し
た
書
Ｉ
福
田
雅
子
署
『
証

言
全
国
水
平
社
」
」
（
『
社
会
啓
発
情
報
』
一
一
八
号
、
ｎ
月
）

木
田
豊
「
〈
部
落
史
を
歩
く
〉
街
道
と
部
落
Ｉ
府
中
市
」

（
『
東
京
部
落
解
放
研
究
』
四
六
号
、
ｎ
月
）

木
田
豊
「
（
連
載
）
被
差
別
部
落
形
成
伝
承
認
（
ｕ
）
先
祖
様
は
山
の
番
付

き
を
し
て
い
た
」
（
同
右
）

山
本
源
之
助
・
田
宮
武
「
〈
聞
き
書
き
〉
部
落
解
放
の
人
た
ち
⑦
」

（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
一
二
号
、
ｎ
月
）

古
田
健
二
「
〈
文
化
の
ひ
ろ
ば
〉
〃
研
究
〃
と
は
何
か
Ｉ
壬
申
戸
籍
の
公
開

運
動
に
つ
い
て
」
（
『
部
落
解
放
ひ
ろ
し
ま
』
三
号
、
ｎ
月
）
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■
｜
Ⅱ
二
」
■
』

八
木
晃
介
「
差
別
と
表
現
Ｉ
批
評
『
表
現
の
自
由
と
「
差
別
用
語
」
』
」

（
『
部
落
解
放
』
一
一
一
一
一
七
号
、
ｎ
月
）

沖
浦
和
光
「
賎
民
芸
能
と
し
て
の
能
・
狂
言
の
系
譜
ｌ
芸
能
は
、
な
ぜ
賎
民

層
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
の
か
（
そ
の
四
）
」
（
同
右
）

へ
創
る
Ｉ
み
ん
な
で
つ
く
る
文
化
の
ペ
ー
ジ
〉
（
同
右
）

大
阪
・
西
成
よ
み
か
き
教
室
「
〈
詩
〉
私
を
み
つ
め
る
」

松
永
俊
夫
「
五
回
の
反
差
別
映
画
祭
を
終
え
て
」
（
同
右
）

寺
本
知
「
部
落
解
放
運
動
と
私
」
（
同
右
）

北
川
鉄
夫
「
く
う
の
目
允
か
の
目
９
〉
一
一
一
冊
の
本
の
め
ぐ
り
あ
い
」

（
『
部
落
』
五
六
五
号
、
ｎ
月
）

右
田
眞
．
｜
「
〈
部
落
の
青
春
〉
「
敗
戦
の
日
」
」

（
『
月
刊
ど
の
子
も
伸
び
る
』
一
○
四
号
、
ｎ
月
）

【
宗
教
】

町
田
宗
夫
「
プ
リ
ン
ス
ト
ン
か
ら
ナ
イ
ロ
ピ
ヘ
ー
宗
教
者
と
し
て
の
反
省
の

歩
み
」
（
『
部
落
解
放
』
一
一
一
一
一
五
号
、
ｎ
月
）

柏
原
祐
泉
「
宗
教
と
部
落
問
題
」
（
『
部
落
解
放
』
二
三
八
号
、
ｎ
月
）

望
月
贋
一
一
三
親
驚
の
解
放
運
動
論
ｌ
そ
の
一
視
点
⑦
」

（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
』
一
二
号
、
ｎ
月
）

川
元
祥
一
「
民
衆
信
仰
の
革
命
と
反
革
命
ｌ
『
被
差
別
部
落
の
墓
標
』
を
読

ん
で
」
（
『
解
放
教
育
』
一
一
○
一
号
、
ｎ
月
）

【
通
史
】

鈴
木
良
「
社
会
史
研
究
と
部
蓮
問
題
」

山
路
興
造
「
近
世
に
生
き
る
人
び
と
５
千
秋
萬
歳
」

（
『
こ
く
る
』
九
四
号
、
ｎ
月
）

へ
近
世
の
被
差
別
部
董
〉

（
『
な
が
さ
き
部
落
解
放
研
究
』
十
一
号
、
ｎ
月
）

姫
野
順
一
「
皮
屋
町
乙
名
龍
蔵
の
身
分
制
度
と
の
闘
い
Ｉ
遊
女
吉
川
身

請
事
件
と
長
崎
立
ち
戻
り
潜
入
事
件
」

園
田
尚
弘
「
上
五
島
の
カ
ト
リ
ッ
ク
地
区
を
訪
ね
て
」

高
島
典
夫
「
〈
史
料
紹
介
〉
諫
早
藩
日
記
Ｉ
被
差
別
部
落
史
曰
」

高
橋
啓
「
前
近
代
『
部
落
』
史
研
究
の
成
果
を
め
ぐ
っ
て
」

（
『
部
蓮
問
題
研
究
』
八
五
号
、
ｎ
月
）

西
木
浩
一
「
〈
部
落
の
生
活
史
弘
〉
武
州
下
和
名
の
祭
礼
興
行
」

（
『
部
落
』
四
六
三
号
、
ｎ
月
）

調
査
研
究
所
研
究
部
会
歴
史
（
前
近
代
）
『
〔
史
料
解
読
〕
再
興
常
福
寺
記

藤
谷
俊
雄
「
連
載
二
○
世
紀
に
生
き
る
Ｉ
あ
る
イ
ン
テ
リ
の
自
伝
的
歴
史

〔
皿
〕
日
中
戦
争
迫
る
」
（
『
部
落
」
四
六
五
号
、
ｎ
月
）

豊
田
秀
男
「
（
本
棚
）
荊
冠
記
第
１
．
２
．
３
部
」
（
同
右
）

山
口
圭
「
忘
れ
ぬ
う
ち
に
。
思
い
出
（
そ
の
７
）
Ｉ
松
本
治
一
郎
の
こ
と

ど
も
（
続
と
（
『
部
落
問
題
Ｉ
調
査
と
研
究
』
五
九
号
、
ｎ
月
）

岡
あ
き
ら
「
荊
冠
記
第
五
部
『
激
流
』
第
二
章
」
（
同
右
）

成
澤
栄
寿
「
〈
ふ
ん
す
い
〉
出
会
い
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
’
○
九
号
、
ｎ
月
）

落
合
重
信
「
〈
歴
史
よ
も
や
ま
話
〉
出
石
郡
の
部
落
起
源
資
料
」
（
同
右
）

【
前
近
代
】
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用
留
（
一
）
』
（
「
部
落
問
題
Ｉ
調
査
と
研
究
』
五
八
号
、
如
月
）

前
圭
一
「
稜
多
身
分
の
芝
銭
徴
収
権
を
め
ぐ
る
出
入
り
Ｉ
嘉
永
三
（
一
八

五
○
）
年
大
和
の
一
事
例
か
ら
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
一
○
一
号
、
ｎ
月
）

芳
賀
登
「
近
世
に
生
き
る
人
び
と
６
野
非
人
」

（
『
こ
ぺ
ろ
』
九
五
号
、
ｎ
月
）

木
下
浩
「
〈
部
落
の
生
活
史
弱
〉
幕
末
信
越
境
山
村
の
番
穣
多
」

（
『
部
落
』
四
六
四
号
、
ｎ
月
）

の
び
し
ょ
う
じ
「
兵
庫
県
部
落
史
研
究
の
課
題
Ｉ
前
近
代
の
場
合
」

（
『
兵
庫
史
学
』
七
一
号
、
ｎ
月
）

大
熊
哲
雄
「
も
う
一
つ
の
『
七
分
の
一
の
命
事
件
』
Ｉ
幕
末
、
東
上
州
に
お

け
る
あ
る
差
別
事
件
」
（
『
こ
ぺ
る
」
九
六
号
、
ｎ
月
）

岡
本
良
一
「
近
世
に
生
き
る
人
び
と
７
履
物
直
し
」

（
『
こ
べ
ろ
』
九
六
号
、
ｎ
月
）

中
野
美
智
子
・
頭
士
倫
典
「
美
作
津
山
藩
被
差
別
部
落
関
係
資
料
②
」

（
『
岡
山
部
落
解
放
研
究
所
紀
要
』
三
号
、
ｎ
月
）

調
査
研
究
所
研
究
部
会
歴
史
（
前
近
代
）
「
〔
史
料
解
読
〕
用
留
（
二
）
」

（
『
部
落
問
題
Ｉ
調
査
と
研
究
』
五
九
号
、
ｎ
月
）

（
『
同
和
問
題
研
究
〈
滋
賀
県
同
和
問
題
研
究
所
紀
要
〉
』
一
一
号
、
ｎ
月
）

小
林
丈
広
「
地
方
融
和
政
策
を
め
ぐ
る
一
考
察
」

（
『
北
陸
歴
科
研
会
報
』
一
一
○
号
、
ｎ
月
）

小
山
仁
示
「
『
京
都
の
部
落
史
６
史
料
近
代
１
』
を
読
ん
で
」

『
（
『
こ
べ
ろ
』
九
四
号
へ
ｎ
月
）

竹
永
三
男
「
近
・
現
代
に
お
け
る
部
落
問
題
の
歴
史
的
研
究
の
成
果
と
課

題
」
（
『
部
落
問
題
研
究
』
八
五
号
、
ｎ
月
）

稿
）
」

【
近
現
代
】

後
藤
正
人
「
〈
史
料
紹
介
〉
角
田
県
の
草
場
廃
止
令
撤
回
と
白
河
県
・
若
松

県
の
行
刑
負
担
有
償
化
伺
」
（
『
月
刊
部
落
問
題
」
一
○
七
号
、
ｎ
月
）

鈴
木
裕
子
「
婦
人
水
平
運
動
史
論
覚
え
書
（
五
）
」

（
『
部
落
解
放
」
二
一
一
一
六
号
、
ｎ
月
）

大
森
久
雄
「
（
動
向
）
〈
研
究
〉
明
治
期
の
部
落
問
題
・
備
作
平
民
会
を
め

ぐ
っ
て
Ｉ
岡
山
で
第
二
回
夏
期
研
究
会
」

（
『
部
落
」
四
六
四
号
、
ｎ
月
）

後
藤
正
人
「
へ
資
料
紹
介
〉
明
治
十
四
年
四
月
十
四
日
付
の
実
学
社
系
『
和

歌
山
日
日
新
聞
』
」
（
『
部
落
問
題
論
究
』
十
号
、
ｎ
月
）

佐
々
木
隆
爾
「
〈
書
評
〉
鈴
太
良
箸
『
近
代
日
本
部
落
問
題
研
究
序
説
』
」

（
『
月
刊
部
落
問
題
』
一
○
八
号
、
ｎ
月
）

西
岡
智
「
戦
後
大
阪
の
部
落
差
別
の
実
態
と
行
政
闘
争
」

（
『
部
落
解
放
』
一
一
三
八
号
、
ｎ
月
）

村
越
末
男
「
部
落
解
放
運
動
史
入
門
」
（
同
右
）

直
原
弘
道
「
兵
庫
県
の
解
放
運
動
と
前
田
平
一
そ
の
Ⅲ
」

（
『
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
」
二
一
号
、
ｎ
月
）

（
資
料
）
「
（
研
究
）
部
落
解
放
史
資
料
Ⅲ
山
本
正
男
著
作
集
曰
」

（
『
部
落
解
放
ひ
ろ
し
ま
』
三
号
、
ｎ
月
）

馬
原
鉄
男
「
（
本
棚
）
証
言
・
全
国
水
平
社
」

（
『
部
落
』
四
六
五
号
、
ｎ
月
）

青
木
孝
寿
「
（
本
棚
）
近
代
『
部
落
史
』
研
究
文
献
目
録
」
（
同
右
）

鈴
木
正
幸
「
近
代
天
皇
制
と
部
落
差
別
補
論
ｌ
小
林
末
夫
氏
の
近
業
に
よ
せ

て
」
（
「
月
刊
部
落
問
題
』
一
○
九
号
、
ｎ
月
）

滋
賀
県
同
和
問
題
研
究
所
「
滋
賀
県
に
お
け
る
戦
後
部
落
問
題
年
表
（
草

あらゆる角度から部落問題をとらえた初の総合事典
部落解放研究所編

Ｂ５判１，１００頁・上製函入定価２２、ＣＯＯ円発売記念特別定価２０，０００円（待価期限妬年、月虹日）●さまざまな分野から部落問題に光をあてる部落問題の歴史的究明はもとより、現代の部落差別を、住環境、福祉・保健、産業・労働、教育、人権擁護・啓発、文化・宗教・マスコミ、行政など、さまざまな分野から光をあてる。●部落問題研究の今日的水準を反映八年にわたる編集作業と編集委員会の徹底した討議を経て厳選された一一四一一一五項目を、各分野の第一線で活躍する四五七人が執筆・●世界と日本の基本的人権事典として内外の差別問題を簡潔に解説・本的人権事典の性格も兼備。
世界と日本の基

●引きやすい小項目中心、五十音順配列項目は小項目中心で、五十音順配列・じて犬・中項目を設け詳説。●項目分類表・年表・資料
必要に応全項目を分野別に分けた項目分類表、古代から現代までの部落問題総〈巨略年表、部落問題を理解するうえで不可欠の資料等を収録。
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